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我々は御前に生きる。我々は主を知ろう。主を知ることを追い求めよう。 

主は曙の光のように必ず現れ降り注ぐ雨のように大地を潤す春雨のように 

我々を訪れてくださる。        ホセア書 6：2，3 

元旦礼拝で開かれた御言葉です。「御前に生きる」これを 2022 年度の目標にしたいと

思っています。「神の御前に生きる」ということです。神は目には見えませんが、私た

ちと共にいて、私たちを知り、見ていてくださるお方です。そのことを忘れずに、神の

存在を心に留めながら、神の御心にかなった生き方をする、ということです。 

そのために、私たちはより深く主を知りたいと思います。主を知るためには、聖書の

御言葉を読み、祈りによって神と交わり、礼拝と聖餐の恵みを体験し、主にある兄弟姉

妹の交わりを通して、一人一人の内に生きていらっしゃる主のお姿を見なければなり

ません。これらは神の恵みと祝福をより深く味わい、信仰において成長するための「恵

みの手段」でもあります。これらの手段を用いましょう。 

そして、神を信頼しましょう。目に見える人や、お金などを頼りにすることは偶像崇

拝です。神は偶像崇拝を嫌われます。今は目に見ることができない神とイエス・キリス

トのお姿を、やがて天の御国で私たちは仰ぎ見ることになります。また、この地上にお

いても、神は恵みの雨を降らせ、私たちに必要な物を与えてくださいます。私たちを愛

して独り子を与えてくださった神を信頼しましょう。共にいてくださる聖霊により頼

みましょう。 

主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。主はわたしを青草の原に休ませ 

憩いの水のほとりに伴い 魂を生き返らせてくださる。 （詩篇 23：1，2） 

この詩を書いたダビデは完璧な人ではありませんでしたが、常に御前を生きた人で

した。 

2022 年、まだまだコロナ禍が続き不安な中にありますが、この一年皆さんが守られ、 

御前に生きることができますように。互いに祈り、礼拝と聖餐を共にして主にある交わ

りを大切にしていきましょう。光に向かって歩んで行きましょう！ 

                              （秋田郁美） 
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1月役員会決定事項 

・12月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・献堂から 10年経過したので、教会の外壁と屋根のメンテナンスを行う。費用は来年度の建造物会計予 

算に組み込む。合わせて十字架を目につきやすい場所に増設する。 

・2月の教会総会に向けて、来年度の経常会計予算案を確認した。コロナ禍のため、教会総会を対面で

実施するかどうかの判断は 1月末に臨時役員会を開いて決定する。 

・来年度の教会役員は現行のメンバーで続行することを教会総会で提示する。 

 

 

               

 

 


